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１．教育の責任 
 本学の薬学部では、学生の多くが将来的に薬剤師国家試験を受験し、薬剤師の資格
を取得することを目指している。そうした状況にあって、本学では 1 年次から 6 年次
まで英語学修を継続することで、グローバル化が進む医療現場に対応できる学生の育
成を目指している。 
 私は、本学の英語教育の担当教員という責任があり、以下の授業科目を担当するも
のである。ただし、4 年次の「科学英語」および 5・６年次の「総合英語 III」について
は、今年度は開講されておらず、来年度以降に担当予定となっている。 
 

科目名 対象学年 必修・選択 
総合英語 I A １年次 必修 
総合英語 I B １年次 必修 
英語 I （基礎英語） 1 年次 選択 
総合英語 II A ２年次 必修 
総合英語 II B ２年次 必修 
英会話 ３年次 必修 
科学英語 ４年次 必修 
総合英語 III ５・６年次 必修 

 
 各学年における主な学習内容は概ね以下に示すものである。１年次の英語科目で
は、医学や薬学に関する英語表現のために必要な基礎事項と専門用語を扱う。２年次
においては、より高度な専門用語（薬学・医学用語）に触れる。３年次以降は，学生
の薬学や医学についての知識が増え理解が深まってくることに伴って、より深い医学
や薬学に関わる専門性の高い英語を理解することを目指す。薬局での OTC 薬販売およ
び処方薬調剤など、将来の薬剤師業務を想定した英語知識を学修する。 
 
２．私の理念・目的 
（１）私の理念 
 グローバルな社会状況が進展する現状において薬剤師や薬学研究者に求められる実
践的な英語力や論理的思考を培うことを目指す。現在、薬学研究者はもとより、薬剤
師においても現場で英語に触れる機会がますます多くなっている。例えば、日常的に
医薬品に関する最新情報がインターネットを通じて英語によって発信されている。そ
れゆえ、薬剤の情報の収集や検索、薬学に関する文献の理解や成果の公表においても
英語力は必要不可欠になっている。また、大学院進学のための入試や製薬会社への就
職においても、高い英語運用能力が要求される。そうした様々なニーズに応える能力



を育成することが大学の英語教育に求められると考える。 
 
（２）理念をもつに至った背景 
 これまで私の経験では、薬学部の場合には専門的な内容を含む英語教育の機会があ
るものの、それが必ずしも体系化されていたとは言い難く、特に必要に迫られた学生
が自主的に勉強することが多かったように思われる。そうした状況で必要となる専門
分野の英語学修は、文法などは一般英語と同様であるとしても、各専門分野に関係す
る多種多様な用語を理解し、発音なども含めて習得する必要性も大いにある。また、
一般英語とは異なる特殊な表現および専門知識が存在することも多々ある。そうした
専門性に応えることが大学における英語教育には必要であると考える。 
 
３．教育の方法・戦略 
 本学では、グローバル化が進む医療現場に対応するために 1 年次から 6年次まで継
続的に英語教育を実施している。１年次、２年次に身に付けた基礎知識を基に、３年
次以降は応用能力を身に付けることを目指す。また、将来の薬剤師業務に役立つコミ
ュニケーションスキルも習得する。教材としてテキスト、テキスト添付の音声教材等
を利用して授業を行う。授業の進行には独自に作成したパワーポイントも使用する。
専門分野の論文の読解や記述のための語彙の獲得、聞き取りと発音、頻出する医療お
よび薬学英語表現の例文を実際に演習しながら習得する。毎授業時、理解度を確認す
るための小テストを行うとともに、学生からの質問を受ける時間を必ず設ける。 
 
４．学習成果 
 本学では、前期および後期の授業終了時に学生による授業評価アンケートを学生に
求めている。以下に２０２３年度前期の授業のアンケート結果を示す。 
 
2023 年度前期「英語 I （基礎英語）」のアンケート結果 （評価点 89.85） 

質問内容 評価（％） 
1 2 3 4 5 

この科目に関する学習意欲はどうでしかた。 0 0 41.7 33.3 25.0 
この授業の難易度はどうでしたか 0 16.7 41.7 41.7 0 
この授業の内容は身に付きましたか 0 8.3 33.3 25.0 33.3 
教員に熱意は感じられましたか 0 0 8.3 16.7 75.0 
講義の進行速度は適切でしたか   0 25.0 66.7 8.3 0 
１回の講義内容の量は適切でしたか   0 0 91.7 8.3 0 
課題の量は適切でしたか          0 8.3 75.0 16.7 0 



（自由記述の回答） 
 英語の苦手意識が少し改善された。 
 何回も説明があって、苦手な自分にはありがたかった。 
 授業が丁寧で分かりやすかった。 
 
2023 年度前期「総合英語 I A」のアンケート結果 （評価点 85.89） 

質問内容 評価（％） 
1 2 3 4 5 

この科目に関する学習意欲はどうでしかた。 0 5.3 50.0 21.1 23.7 
この授業の難易度はどうでしたか 2.6 7.9 50.0 26.3 13.2 
この授業の内容は身に付きましたか 0 13.2 47.4 18.4 21.1 
教員に熱意は感じられましたか 0 2.6 42.1 26.3 28.9 
講義の進行速度は適切でしたか   0 2.6 78.9 13.2 5.3 
１回の講義内容の量は適切でしたか   0 2.6 84.2 13.2 0 
課題の量は適切でしたか       0 2.6 92.1 2.6 2.6 
（自由記述の回答） 
 意欲的に授業を受けられた。 
 文字をもう少し大きくしてほしい。 
 何回も説明してくれるのでわかりやすかった。 
 毎授業、質問に答えてくれる時間があり助かった。 
 進行速度はちょうどよかった。 
 
2023 年度前期「総合英語 II A」のアンケート結果 （評価点 87.80） 

質問内容 評価（％） 
1 2 3 4 5 

この科目に関する学習意欲はどうでしかた。 0 4.8 33.3 42.9 19.0 
この授業の難易度はどうでしたか 9.5 0 81.0 9.5 0 
この授業の内容は身に付きましたか 0 4.8 42.9 28.1 14.3 
教員に熱意は感じられましたか 0 4.8 14.3 33.3 47.6 
講義の進行速度は適切でしたか   4.8 14.3 81.0 0 0 
１回の講義内容の量は適切でしたか   0 14.3 76.2 9.5 0 
課題の量は適切でしたか       0 4.8 85.7 9.5 0 
（自由記述の回答） 
 予習した部分をテストするという方式によって予習を行う学習意欲も上がった。 
 和訳の際に、節や句などの板書が分かり易く参考になった。 



 熟語や書き換えの問題もあって、様々な知識を学習できた。 
 
５．改善のための努力 
 最終的に国家試験を目指す薬学部の学生にとって、英語科目は国家試験と直接的に
関係がないという理由から、日々の学習意欲を維持することが非常に難しい科目であ
る。対策として、できるだけ薬学という専門分野と関連付けるなどの工夫をして学習
意欲の維持に努めたいと考えている。また、近年では薬剤師が医療現場で英語に触れ
る機会が多くなっている現状や、医薬品に関する最新情報がインターネット等で英語
によって発信されている状況を学生に認識させることで、英語能力の重要性を理解さ
せる努力をする。 
 
６．今後の目標 
 医療や薬学、あるいは広く科学分野に関わる研究開発の最前線では、母国語が何で
あっても、どの国の学生や研究者であっても、英語理解力や英語でのコミュニケーシ
ョンを求められる場面が多くなっている。また、最新の研究成果が英語によって発表
報告されることになる。すなわち、科学技術の最先端で活躍するためには、英語運用
能力が不可欠であると言える。そうした多様な必要性に十分に対応できる学修環境を
整えていくことが重要と考えている。 
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